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  東北大学大学院医学系研究科    専攻 
        人間脳科学研究    分野 
学籍番号 B4MD5038  氏名 影山 徹哉           
 
 ビジネスに必要とされる思考とは何か。この問いに答えるため、ビジネスで最も重要とされる経営意思決定
の側面から研究を行った。経営意思決定はこれまで直観性・合理性という 2つの思考システムで研究されてき
た。これまでの認知科学では、直観性をシステム 1、合理性をシステム 2と呼称し、人間の意思決定はこのう
ちのどれかでなされると仮定していたからである。先行研究によると、経営意思決定ではシステム 1 の“直観
性”が重要であるといわれてきた。しかし、これを実証した研究には複数の問題点があることが判明した。さ
らに、従来の 2つのシステムのほかにシステム 3として提案されている無意識思考の存在が近年クローズアッ
プされてきている。しかし、無意識を扱う必要があるため、従来の経営心理学的手法では研究の対象とされて
こなかった。そこで、本研究では、経営意思決定には直観性が重要であるという“直観性神話”の再検討に加え、
無意識思考については脳計測装置を用い研究を行った。 
実験 1 は認知スタイル（直観性・合理性）と職階の関係性の研究を行った。これまで、企業経営において
は直観的な認知スタイルがより重要であると言われ、80 年以上にわたって研究されてきた。これらの経営に
おける認知スタイル研究は主に欧米を中心に行われてきた。認知スタイルと職階に関する研究によると、職階
が上がるにつれて直観的になることが明らかになっている。また、認知スタイルと企業業績を調べた研究では、
直観的なオーナーが経営する企業は合理的意思決定方式を主流とする企業よりも、長期的に見て成長率が高い
ことが分かっている。つまり、昇進などのビジネス成績の向上には直観性が重要であると考えられてきた。し
かしながら、認知スタイルと職階に関する先行知見には 3 つの問題があった。それらを踏まえて、日本人を対
象に調査した結果、日本人の管理職は合理的な認知スタイルをもつということが明らかとなった。 
実験 2として脳計測装置である fMRIを用いて無意識思考研究を行った。無意識思考とは、意識が他に向いて
いても、無意識下で思考が継続しているという現象であり、経営課題のような複雑な意思決定で効力を発揮す
ると言われている。この無意識思考という現象は、車のような消費財選択のほか、人物評価や倫理的意思決定
など複雑な実験刺激でその効果が報告されている。fMRI を用いて無意識思考の脳活動を検証した先行研究が
あるが、2 つの問題があることが判明した。これらの問題点を考慮し、実験 2として、先行研究で使用されて
いた消費財選択課題に加え、人事における人の採用場面を模した人物評価課題を被験者に課し、無意識思考中
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の神経基盤を同定した。その結果、消費財選択課題と人物評価課題では無意識思考の神経基盤が異なっている
ことが判明した。 
これまでの先行知見では、経営意思決定に重要なのは単に直観性ということができた。しかし、今回の研
究結果により日本人ビジネスパーソンは合理性優位であることが示された。さらに、システム 3を脳計測装置
を用いて研究を行うことで経営意思決定研究の枠組みを拡張することができたと思われる。今後の経営意思決
定研究では、脳科学的手法を取り入れ、システム 1、2 だけではなくシステム 3 も含めたより包括的な視点で
研究を行っていく必要性がある。その意味で、これまでの経営心理学の枠組みから、経営学と脳科学の融合研
究である経営神経科学（Managerial neuroscience）への萌芽的研究が実現できたと思われる。 
